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議会データ総合運用システム端末 検索したいことばを入力するだけで,多量の議事録の中から関連する文書を高遠に検索することを実

現した｡

オフィスでの文書処坪は,文吉の個人的な作成･

管理･蓄積の段階から,個人間･組織間での協調作

成･■jIこイナ･付利川へと変化しつつある｡この流れの

鵜礎となるものが文吉情封iシステムである｡

文=割盲報システムは,オフィスでの文吉処押を,

作成･苫横･管理･検索･流通･巾利川のすべての

‾l如から‾文枝するシステムである｡ロセ製作所は,そ

の甚盤となる製品として｢統合文吉情報システム+

"Bibliotheca''を開発した｡また,このシステムを迫

田したアプリケーションソフト叫洞発も進めている｡

*=､†二肘1三巾公升｢芹恥■1i菜桃 **l川二‾製作仲1lt如作東叶 卜､-iご･博【

公共分野では,多くの行政事務が文吉を碁軸とし

て進められているため,文書に関する事務作業の効

率向_卜や,文吉を介在しての情報･知識の共有など

が課題となっている｡これらの課題を解決するため,

議会データ(議事録など)の運用を支援するシステム

として｢議会データ総合運用システム+"GIDASOUS''

(ギグザウス)を開発した｡さらに,行J炊事務の小で

も最も文書とのかかわりが深い業務である法規事務

分野へと適用範囲を広げる予定である｡
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□ はじめに

,80年代に始まったOAは,文丁こワニを清吉する装置として,

ワードプロセッサやパーソナルコンピュータ(以‾卜,パソ

コンと略す｡)をオフィスに浸透させた｡-一方,'90年代に

入ると,オフィスl勺の過イi言ネットワークの整備が開始さ

れ,パソコンはこのネットワークを介して棚+土に結合さ

れつつある｡これによl),オフィス業一務の形態は大幅に

変わろうとしている｡

特に,オフィスでの文吉の処押を,作成･蓄積･管坤･

検索･流通･再利川のすべての向からトータルに支援す

る文吉柄糾システムが,業預の効率と空耳を人幅にIh=∴さ

せると期付されている｡小でも,文吉を業務の碁紬とす

る子十政二車緒の分野で,文吉情報システムが車椅の甜変化

に対して[†1心的な役割を払うと与己られている｡

行政?ト符分野では,ti三比への迅速かつ質の高し､サービ

スとともに,l人J部事務の簡素化や効率化･｢村立化が求め

られている｡ここでは,これらの普請にこたえて文吉処

.叩の役割が増大しつつある打J攻事稚の高度化について.耽
り_J二げ,二丈例の解説を交じえながら,新しい文吉処理技

術が米たす役割について述べる｡迫川事例として｢議会

データ総†ナ運朋システム+を,今後の城聞方l乙Jを′Jミす例

としては祝事務分野への適用イメージを述べる｡

8 文書情報処理技術の動向

文=r!ミニ処雌とテ言うと,従来は読みやすく,きれいな文吉

をワードプロセッサなどで作ることを′掛昧した｡考えを

整印しながら‾.【ミニけることや,文吉の巾利=による効率【iり

卜というノ1(でもメリットがあった｡

文洋処理の新しい潮流は,分散している文‾L当二を一括管

押して,過上に作ったり配付された文吉を,必‾安な八が

どこからでも才声貼に引き出したり,仲立の流れにifト〕て

SGML形式文書
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文吉を′竜一川勺にIh‾l覧したりすることを‾u+`能にしつつある

ことである｡｢泉11織を横断して,知識や情報を-Jし有化する

こと｡+が新しい効果である｡

これを目的に開発した統介文書情報システム"Bib-

1iotheca''は,文吉情事陀二理,文吉検索および文吉山軌レ

イアウトのためのサーバと,パソコンクライアントとで

構成するクライアントサーバ彗竺システムである｡

以卜に,"Bibliotheca''に代表される新しい文二榊l柑iシ

ステムの特長と機能について述べる｡

(1)構造化文吉処理と〔ほカレイアウト

企業や組織で作成する多くの文吉は,左められた井上〔

に従っている｡文吉の章･節･項といった論理的な構造

を,SGML(StandardGeneralizedMarkupLanguage)

と呼ばれる標準記述形式でマークづけした構造化文‾.1;二

は,所左のフォーマットやスタイルで自助レイアウトす

ることができる(図1参.哨)｡これによって各人がスタイ

ルを;もにせずに,組織を過して統一した読みやすい井J〔

の文吉を作成することが叶能となる｡

(2)文=主引市報管理

断片的な情報をいかに分類･整理してファイリングす

るかは,業務効率向上のポイントである｡ユーザーの業

務に合った分類体系を作成して,その体系に関連づけて

文吉をしまう方法が効果的である1),2)｡特に,いろいろ

な観点から多重に分類することができるマルチビューイ

ンデクス〟⊥ては,図2に示すように任意の分類二項トlで分

頸したり,順次絞り込んで検索することを可能にする｡

文割苗粕筍=理のためのサーバは,分贅i幣鞘機能や検索

機能のほか,文吉のバージョン管理,機密†凪獲のための

アクセス管理などを糾い,さらに業頗アプリケーション

との密な連携をも′夷りユする｡

(3)乍文検索

文吉の全文を検索対象として,臼I11な単,治で検索でき

ロ†
自動レイ7ウト Ti†▲

7了イル什)権幕(S)表示(V)

新しい文書処理

日立太郎

日子製作析

1.はしめに

近年のコンビニ1-一夕の†生能のl白け_は新しい文

善処理の叶三戸呂を白1能にしている.論理構造をl勺

誹にもりた丈

jl三笠10芸¶手自芸芸†寸
‾垂

注:略語説明 SGML(StandardGeneralized

MarkupLanguage)

図I SGM+文書と自動レイアウト

結果 SGML文書ではタグと呼ばれ

る標識(例えば〈表題〉)を用いて文書の

論理的構成を示す｡システムはレイア

ウトのためのルールやスタイルのため

のパラメータ情報を参照して割り付け

処玉里を行う｡
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図2 マルチビューインデクス多重分類の原理 ユーザー

は複数の異なる分類階層を自在に作成して,文書を任意の分類項

目に関連づけて格納したり検索することができる｡

る乍文検索(フルテキストサーチ)は,近牛とみに鹿砦怖

が認識されている｡岳速全文検索システム"8ibliotheca/

11S(11ext Search)''3)は,lて川1誠による百Ji連な検索を一丈

別している｡｢i一発.ミ=汗や罪表i-;亡こ丁子を口軌的に矧対して応逆

検索することにより,検索粘れが少ないことが特長であ

る｡一土と体的応川ヰ土伊Jを4章で述べる｡

(4)ハイパーテキスト

文i㌧‖りの関連件は,きわめて範紫な情事トまでありながら,

従来うまくシステムで拭ってし､なかった｡ハイパーテキ

ストとは,二つの文=さ言二のl別に｢リンク+と呼ぶ仮想rT勺な

｢糸+を張って,片方の文吉からもう一方の文吉を簡‡i弓一に

呼び■■い.せるシステムである｡

綺単かつイ∫効な応川は､コメントなどをメモとして添

付する機能である｡文許の作丘の場所を指定して,そこ

へ独‾l】/二した文こ.tミニであるメモをリンクで結び付ける｡リン

クづけした場何には｢アンか-マーカー+と呼ぶ--･柏の

アイコンがノミ′Jミされ,文語二を一三け耽った八はそのマーカ

ーを指ホしてメモを呼びHして参月くiすることができる

(図3参川i)｡

(5)ワークフローi‾fiり抑

肺乍削ま苗桁するだけでなく,流すことが車安である｡

1‾‾にイイヒ文子ミニも1■iJ様であり,特に東(りん)議などでは所左

のルートに従った川覧が不吋欠であるとともに､処理の

純米を反=失してルートを変えられることが車凄である｡

このようなl=l覧制御をワークフロー制御という｡

また,薮試では文一i引こコメントを付ける機能が必安で

ある｡先に述べたハイパーテキスト機能を川いることに

より,メモを添付していJほ呈することができるようになる｡
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この形望の意味は,

内容に詳しい人は,

図3 ハイパーテキスト機能によるメモの添付と参照 文

書の外部にリンク情報を保持するハイパーテキストは,同一の文書

に各人のコメントを区別して付けることができる｡

既存の紙文‾方を1一旨イイヒする文黙人ノJも,きわめて巾炎

な機能である｡文字.認識を応印した目刺ファイリング4)

や,紙文一許からフルテキストデータを文許諾識によって

-､1‾i‖軌的に牡成することが叶能になりつつある｡

このように文吉処群は,文諾の作成･鮎姓,名桜･符

雌,検索,流通･配付,1Hl覧,印刷,再利川,外邦文二il;二

の人力といった文吉のライフサイクルを総介的に‾支援す

るシステムへとな引渦されつつある｡

同 行政事務の高度化と文書情報システム

子i､政二■】i綺分野では,内部乍務につし､て簡素化･効ヰ主

化･甜窒化が強くJKめられている｡付出サービスのI巾で

は,作民票日勤ヲ已行システムや獅弔の情報拙伏刊システ

ムなどにより,サービスグ)迅速化･｢:'J;度化が進められて

し-る｡lノ州;市綺では,従来の左チ郎勺なホ務に加えて,い

わゆる介IL相当事務(介向･凋繋･指導･調宜･研究など)

が増加している｡これら内部]i務は文吉を軸として遂々f

されており,文吉処理をすべての‾向から文枝するシステ

ムがヤほれていた｡

一九 オフィスの情事1蓬化は行政分野でも肴′夫に進朕し

ており,パソコンやネットワークが串稚宅にi′辻透し,文

‾.1i二情事l･iシステムを構築するための基盤が繋いつつある｡

このような状況の中で,子i･J攻:乍袴の一三■Ji度化を`丈現する-f一

段として,文吉情報システムに期待が寄せられてし-る｡

文一i引耶技システムは,これらの文二割こかかわる川越を

トータルに解決することをt‾1的とし,以卜に述べる効米

65



262 日立評論 〉OL.76 No.3‥994-3)

を実収しようとするものである｡

(1)弔スペース:文=井を電ナrl勺に管戸旦することによるペ

ーパーレス化の促進

(2)文吉+仁イfのて大槻:文二ilミニを電子的に一元管推すること

による文吉-j〔イJイヒ

(3)検索の効率化･高度化:操作性の良い文こ土‡検索機能

による調査作業の負荷軽減,および検索漏れの削減

(4)丈=刑1三成の■t■い変化:糾.織｢削での協調的な資料作成作

業の実現

(5)文二i壬;二流適の効率化:審奄･決裁の期間如縮

行1改分野での文吉を扱う業碕には,大別して文吉の苗

横･符印･検索をIトL､とする業務と,文器の作収･流

通･付利川を小心とする業務の∴つのタイプがある｡前

月‾の例としては,議会議-一世録の管叩装荷があげられ,後

名▲の例としては,法規巾綺があげられる｡子十政分野での

巣稚を例にとり,タイプ別に11i務の流れと,それ〔〕一ヱト稚

と丈井処雌との対んbを軽押したものを図4にホす｡

B 議会データ総合運用システムの開発

l′】泊体の議会令婿J..川りけとして議会に関する文吉(会

議鎚ち･ど)を｢付与川i.･迅速･碓′ノミ+に利別することを【_1標

としたアプリケーションフJログラム｢議会データ総合運

=システム+"GIDASOUS''(ギグザウス)を開発した｡

"GIOASOUS”は,｢会議鎚+,｢矧iり･答弁+,｢意比

内 部 事 務 の 例

対応する

文書処理

タイプ 蓄積･管理･検索タイプU 作成･涜通･再利用タイプ

業 ●議会議事妄責管理 ●法規事務 ●調査

務 ●公文書管理 ●企画
例

●情報公開 ●指導

業

務

の

二士.

/ノrL

れ

】保管

入力

分矩

蓄積

l

I保管
l I

検 索l調 査 l調査
I I

作成

(再利用)I回答l l案の作成
l

審査

I

l決裁･承認l
l

l公布･実施

流通

配布

図4 文書関連事務の流れと文書処王里の対応 文書関連で

は,文書が作成され流通することによって業務が進められる｡流通

した文書ほ,検索･再利用のために蓄積される｡
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吉･決議+,｢議案+,｢事例+などの7業務から成り,こ

れをクリエイティブワークステーション3050と高速全文

検索システム"Bibliotheca/TS”で実現する｡このシス

テムは,先の3草で述べたように蓄積･管理･検索を小

心としたシステムである｡ここでは検索機能を中心に述

べる｡

4.1開発の背景とねらい

日子子言体の議会事務局では,会議録の作成･配布,調寵

依頼に対する資料調査,定例会･委員会等の遅常管理な

ど,さまぎまな業務を掛当している｡特に会議録につい

ては,イド4州の定例会,年2tL∫1程度の臨時会など多数l叫

の議会のl一柳径により,それぞれに会議録の冊子を作成す

るため､牛†与り数十仙･に及ぶ会議鎚を管理する必要があっ

た｡また会議では､過去の経緯を踏まえた発言が人切で

あるため,これら多くの会議鈍から関連する資料を探さ

なければならなかった｡このような状況の小で,(1)職呈与

の作濃負荷を車軸戎する,(2)甜意に幅った検索を避け検索

粘れをl:カ11二する,(3)抑)一斗者が交代しても簡単にできる綱

在･甘粕作業を実･睨する,といった課題があった｡これ

らの課題を解決するため,"Bibli()theca/TS”を利什=ノ

"GII)ASOUS''を州発した｡

4.2 システムの特長

"(iInASOUS”は,先に言亡述した--Lつの業稚から成り,

l川勺に応じた検索を行いやすくしている｡

(1)｢川lなことばによるiウ;速乍文検索

会議に際し議員からの｢××に関する会議録を探した

い+,｢〔〕○議員は××に関してどのような発言を行って

し､たか+といったi渦‾作依頼に対し､｢C)C)議員+,｢××+

などの検索したいことばを指左するだけで過ゴさの議‾=■ii鈍

からl排出する文二.｢;二を1でごi速に検索することを実現した(数

ノ川㌧のデータを2～3秒で検索)｡

(2)放し､やすい操作件

f叫lれ卜では検索した語句の反転表示,質閃と答弁を対

比して表示･印刷するなど,使い勝手にもくふうを施し

ている｡また,すべての項11に対して条件を指定する必

要はなく,検索対象の項H(例えば定例会名)に検索した

いことばを入ノJするだけで検索が行えるようにした(63

ページの画巾‖列および図5参照)｡

(3)多様な誹彙(い)への対応

同義語辞書･異表記辞書を使川しているので,微妙な

六い回しや語句の概念が広がった場合(例えば｢環境問

題+は,以前は｢公害+,｢自然破壊+などであったが,

最近では｢ごみ問題+という概念が追加されている｡)に
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図5 ■`G【DASOUS”(ギグザウス)操作画面例
すくしたLr
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ノ
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(b)会議録本文

会議緑木文は画面全体に,質問･答弁は本文と対比して表示することによってわかりや

も川義.三上テ辞=i_f‾‡二の修‾l【三だけの簡単な対応を‾叶能とした｡

4.3 今後の展開

終部†‖1からの会議録検索を?声拐に行えるようなパソコ

ンクライアントの災ぢユや,議会関連阿=井の符叩など,紘

†ナ資料管楷システムへのな引凋を餅1る‾了1左である｡

8 法規事務分野への適用

子十政‾-■i-i務分野での"Bibliotheca''の乍後の掛澗刈･象と

してfよ批1哨がある｡法規一事務は,fよ紳や条例などの改

_ll三の央機となる中山の調光･分析作業から,Fli湖･公糀
に_て至裁して公布し,法令集･例規集を妊耕するまでの一業

綺であり,すべての′かト[二ばi体で必貸とされる‾八油の

菜摘である｡その菜掛こは,凋杏･分析,枚数実の作成･

符札 糸偏州りでの合意形成,決裁などが介まガLる｡さ上別

!ド梢への_文喜引市報システムの過口Jについて機胎Fほ小心

に以ドに述べる｡

(1)法規事務分野への通印幡に必要となる機能

文井肝巨l這システムを法規事務へ過別するときに,文才ミニ

情報システムで提供すべき機能について,美禰と対応づ

けながら以下に解説する｡高速全文検索,マルチビュー

インデックス方式による検索,文吾人ノJについては,2

黄で触れているため千印行する｡業務の流れと文一割宙軸シ

ステムに求められる機能の対ノ心づけを表1に示す｡

(a)法令文書作成業務と構造化文吉処叩･自動レイア

ウト

条例･税別などのはイ㌢又は,仲立の論雌構造を持っ

ている｡また,印刷時のレイアウトについても詳鮒な

表l法規事務の流れと文書情報システムの機能 法規事

務の流れの中で,文書情報システムはどのような機能で業務をサポ

ートするかについて示す｡

法規事務

の流れ

対応する

文書処‡哩
文書情報システムが提供する機能

保 管
入力･分

●文書入力

●文書自動分類

菜頁･蓄積 ●ハイパーリンク自動作成

●ハイパーテキストによるメモづけ

調 査 検 索

●全文検索(指示語,言いかえ語のヒッ

卜などを含む｡)

●マルチビューインデクス方式による

検索

実の作成 作 成

●構造化文書処理

●自動レイアウト

●文書版管理

●ハイパーテキストによるメモづけ

審 査

流 通

●ハイパーテキストによるメモづけ

●電子メール

●ワークフロー制御

決 裁
●ワークフロー制御

●電子メール

公布･実施

●構造化文書処理

●自動レイアウト

●例規データ自動更新

67
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しす_1改正文の作成 ･這)決裁
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阜‥･王室旦

[コ

l

L_____

一般職昌

きまりがある｡手作業で政止作業を行う域介に法制執

頻糾子1与名一は,こガLらのきまりを掛二政_‾1｢文案を作成し

ている｡盲よ制軌碕抑T11‾石▲が,こズLらのこまごまとした

きまりを怠識することなく改止文雀などを作収できる

ようにするために,丈淵1柑iシステムには,言上令文井

の論f叫掠道に従って瓶.搬を行い,左められたレイアウ

ト規則に従いIrl軌的にレイアウトする構造化丈二il‾‡二処

押･lrl軌レイアウト機能が安求される｡

(l))iよイ㌻杏兼業務とハイパーテキスト機能

条例や伽則などの政止文′索は,それぞjLを-iミキ干する

1恥評のは制帆稚糾二11古によって作成され,法令各館を

抑.〉liする丈‾.1ミニ課などで笛溌さjLる｡この作業は､政止

文賀に対して米-i-1ミニきで添削するノノI⊥(でそ+∵わjLるのが一一

般的である｡これを‾支援するため,文=L割前糀システム

に対して,ハイパーテキスト機能によるメモづけ機能

か安求される｡この機能は涼削メモの他に,改‾l卜文案

に対するl人けさ説1りJや改止技法の選択叩巾の説川卜文な

ど,法舶小結の止こい純川で仙川さjLる｡

(〔)法伽一･J与招とワークフロー制御

は令文語二は,う太められたルートによる番溌･承認を

経て締左するものである｡審在が終J'した改止文案は,

‾i三符牒真作石▲の承認,酪舟■邦男式什芥の′丸i忍を綿て,

‾打ムの決裁(あるいは議会での吋決)によって確定す

検索用
クライ

アント

[コ
ここ≡≡至室室賀

‾‾‾‾‾1

1

1

検索用 l

クライ l

アントl
l

図6 文書情報システム

の法規事務への適用イメ

ージ 主管課法制執務

担当者が作成した改正文案

は,法令審査,幹部職昌の

決裁を経て,一般職員が検

索可能となる(-

る｡ワークフロー制御はこのような文器の流れ(什昌三)

を制御する機能である｡文=｢〔川f軸システムの旭川範川

の拡人にとって,この機能はイく‾nr欠である｡

(2)盲よ規竹橋分野へ通則時のシステムイメージ

法肘J哨分野では,文井情事Iiシステムの利=‾弟･として,

(21)政_11三作業を行う_-i一三管.捉の法制執務抑当‾ポ▲

(l〕)帯食を子ナうiよ令番査担三Il‾箭

(C)/郎忍･決裁を行う幹部職員

(〔り 検索サービスを′受ける-･般職員

がある｡このように,利I‾l‾J者が巽なることによl),その

他川するクライアントで必‾安となる機能も奨なる｡法伽

‾･J哨分野へ文‾.1ミニ情報システムを過ナ‾F=ノた暢7ナのシステム

イメージを図6にホす｡

田 おわりに

以_l-.,紘アナ文宵l郎はシステム"Bibli()theca''の糸｢i介と

ともに,文割宙報システムの動向を概指し,公八分野へ

の適川について一皇と作例をホした｡文う引軋連業招への過川

にあたっては,基盤となる製占2,開発の亜要件はもちろん

のこと,追捕技術の閑雅が不‾叶欠であり,乍州述べた菜摘

だけでなく,より･一般的な業務への文吉情幸Iiシステムの

迫川を推進するため,技術開発をキト〕ていくil左である｡
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